


私が見た麗澤大学

東南アジアの地政学的な視点から考える

平成25年（2013年）6月1日                                                                       ＲＯＤＡニューズレター　　　　　　　　　　第17号　　　　　　　　　（７）　　　　　　　　　　　

竹原 茂（旧名：ウドム・ラタナヴォン）外国語学部前教授 ( 現・

名誉教授)の最終講義が2012年12月13日に麗澤大学 校舎「かえで」

1601 教室において、竹原先生を慕う大勢の学生、卒業生、教職員

約 100 名が見守る中、行われました。竹原先生は、「教室での講義

だけでは伝えきれない東南アジアの抱える諸問題を実際に見せ、肌

で感じさせたい」と 1989 年からスタディツアーの企画・運営に力

を入れてきました。そこで、日本では当たり前のことがいかに特別

かという多くの気付きを、参加した学生たちに与えてきました。グ

ローバル化が著しい社会で生きる学生たちには、東南アジア諸国を

もっと身近に感じ、日本は「アジアの一国」という意識を持ってほしいと訴えます。「自国の文化を相手に押しつける

のではなく、お互いに理解し合いながら柔軟に対応すべきです。学生には、社会に出る前にそのような異文化理解、多

文化共存の精神を身に付けてもらいたい」と力強い口調で語りかけました。また、ラオスからの亡命者であるにも関わ

らず、廣池学園に温かく迎え入れていただいた先代の理事長 廣池千太郎先生との出会いは「生涯忘れえぬ恩」と声を詰

まらせる場面もありました。「私は、1976 年にラオスから亡命し、難民になりました。長年辛い思いをしてきましたが、

祖国のことを考えなかった日は１日もありません。学生としっかり向き合うことが廣池学園への恩返しだと思って教員

生活を送ってきました」と振り返りました。

祖国への入国が危ぶまれる中でも、竹原先生はラオスに小学校を建設するプロジェクトを立ち上げ、活動を続けまし

た。そして、2011年には故郷のサワンナケート県タートインハン村に図書館を贈呈。長年の夢が実を結んだ瞬間でした。

また、「貧しい村の子供たちに教育の機会を与え、正しい判断ができるリーダーを育てたい」という思いが多くの学生

の心を動かし、麗澤大学にはタイ・ラオスの教育支援を目的とした複数の課外活動団体が誕生しました。現在もその思

いを受け継ぎ、「プアン」や「RISOVP（リソップ）」といった学生団体が持続的活動をしています。最後に、「学生に伝

えたいことが山ほど残っている」「もっと麗澤大学に貢献したい」と涙しながらも、「私の命が続く限りは、麗澤大学の

こと、学生たちのことを思っています」と締めくくりました。そして、｢長い間ご苦労さまでした｣と廣池理事長、サー

クル団体「プアン」の学生より、花束と共に竹原基金への 50 万円の寄付目録が贈られました。「東南アジア諸国のために、

学生たちが大切な活動資金の一部を今回、竹原基金に寄付してくれたのはとても嬉しいこと。このような国際的な視野

と思いやりの心を持った学生たちに育ってくれて、私が教えてきたことは間違いではなかった」と竹原先生は感無量の

面持ちで、教員生活を振り返りました。

１．技術者の派遣および支援事業への助成について
（1）ネパールにおいて東洋療法（鍼灸・指圧）により住民の健康回復に寄与するために、日本人専門家を派遣して治療技術者の育成と治療
に使用する「もぐさ」の製造技術者を育成し、その自立のための支援と助成を行った。

        ①  日本人専門家を派遣してネパール人鍼灸師および治療用「もぐさ」製造技術者を育成し、自立のための支援と助成を行った。
        ②  ネパール赤十字カトマンズ支部が運営する東洋医学専門学校（OTTC）とクリニックへの支援と助成を行った。  
        ③ 「ティテパティよもぎの会」が東洋医学専門学校（OTTC）や日本人専門家の技術支援を受けて実施した無料巡回治療（AMAヘルス

キャンプ）への支援と助成を行った。
（2）タイ北部チェンライ県で、生活が困窮している少数民族の児童に対する生活・教育支援施設の運営事業を実施しているメーコック
財団への支援と助成を行った。

（3）ラオスにおいて次の教育支援に関する打合せを行った。
         ① サワンナケート大学への図書の寄贈を行った。
         ② ヴィエンチャン大学において、ラオス人留学生受入れに関する打合せを行った。

２．スタディツアーの実施について
（1）東南アジア諸国で活動する支援団体等の現状を視察し、ボランティア研修を通じて海外ＮＧＯ活動に対する理解を深めるために
　  スタディツアーを実施した。
        ① ラオス・スタディツアー
             ・ 訪問先　ラオス（ヴィエンチャン、サワンナケート）
             ・ 日　程　平成２５年２月７日（木）～２月１５日（金）（９日間）
   　      ・ 参加者　９名（引率：竹原茂副会長、青木丈幸事務局員）計１１名
（2）麗澤各校が主催するスタディツアーへの支援と協力を行った。
　　① 麗澤大学タイ・スタディツアー
　　　・ 訪問先　タイ（チェンマイ、チェンライ、バンコク）
　　　・ 日　程　平成２４年８月２２日（水）～８月３１日（金）（１０日間）
　　　・ 参加者　８名（引率：梅田徹教授、山中香・小林霞事務局員）計１１名
　　② 麗澤高等学校タイ・スタディツアー
　　　・ 訪問先　タイ（チェンマイ、チェンライ、バンコク）
　　　・ 日　程　平成２４年１２月２０日（木）～１２月２８日（金）（９日間）
             ・ 参加者　８名（引率：折笠愁子教諭、山中香事務局員）計１０名

３．研究・調査について
（1）ネパール国カトマンズ市の援助団体である「ティテパティよもぎの会」の現状と今後について、打合せを行った。
　　・ 訪問先　ネパール（カトマンズ）
　　・ 日　程　平成２５年２月１３日（水）～２月１６日（土）
　　・ 出張者　俣野幸昭理事、廣池英行評議員

4．講演会・報告会について
（1）NPO法人 難民を助ける会（AAR Japan）のラオス支援事業説明会を行った。
        ・ 内　容　AAR Japanの支援活動を学び国際協力について考える。
        ・ 講演者　岡山 典靖
   
5．出展活動について
当協会の活動に対する理解と支援を広げるため、写真展示やタイと
ネパールの民芸品等のグッズ販売、会員募集案内等を行った。
（1）「伝統の日・感謝の集い」
（2）「モラロジー生涯学習フェスタ2012」

6．賛助会員募集状況について
（1）賛助会員・寄付金・竹原基金の募集を行った。
        ①　賛助会員 法人（団体）：７団体　/　個人：１２５件
　　　　3月末時点の賛助会員数：１７６名）
        ②　準会員　　　　　　　　　　　５１件
        ③　寄付金　　　　　　　　　　１４９件
        ④　竹原基金　　　　　　　　　　６９件

7．法人移行申請認可について
 公益法人制度改革検討委員会の答申を受け、新法人化に向けての
準備委員会を設置し、内閣府公益認定委員会へ一般財団法人への
移行認可申請を行い認可された。
       ・平成２４年１２月２０日（木）　一般財団法人への移行認可申請
       ・平成２５年　３月２１日（木）　内閣府公益認定委員会より「認可書」授与
       ・平成２５年　４月　１日（月）　一般財団法人麗澤海外開発協会登記

　 　　　　　（２）　　　　　平成25年（2013年）6月1日                                                                     ＲＯＤＡニューズレター　　　　　　　　　　第17号　　　　　　　

竹原 茂先生　

最終講義

―平成２4 年度事業報告―

平成 ２４ 年度　正味財産増減計算書
（ 単位　 円）

① 基 本 財 産 運 用 益 139, 999 Ⅰ

② 賛 助 会 員 受 取 会 費 1, 750, 000 ① 海 外 調 査 費 390, 510

③ 準 会 員 受 取 会 費 104, 000 ② 海 外 旅 費 2, 468, 081

④ 受 取 寄 付 金 1, 847, 702 ③ 広 報 活 動 費 105, 535

⑤ 受取竹原基金寄付金 1, 306, 648 ④ 図 書 資 料 費 304, 425

⑥ 受 取 利 息 2, 142, 994 ⑤ 雑 費 426, 401

⑦ 雑 収 益 0 ⑥ 緊 急 援 助 費 0

経 常 収 益 合 計 7, 291, 343 ⑦ 支 払 助 成 金 1, 570, 000

5, 264, 952

Ⅱ 2, 917, 328

8, 182, 280

△ 890, 937

経 常 費 用 合 計

当 期 正 味 財 産 増 減 額

経 常 収 益 の 部 経 常 費 用 の 部

事 業 費 合 計

管 理 費

事 業 費
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